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 コスタリカでボランティア 

コスタリカの学校の休みは 11 月末から 2 月頭までのやく 2 ヶ月半あります。その中の 1 カ月私はコスタリカのホテルでボランティアをし

ました。このホテルは大自然の中に建てられていて、森の中には歩いて鳥や動物を見られるようにトレイルが設置されています。私は他のボラ

ンティアのドイツ人の子と一緒にこのトレイルを案内するガイドさんのお手伝いをしました。仕事内容は、ガイドさんのツアーへの同行、トレイ

ルの整備、雨の日は標本を作ったりというような感じです。鳥、リス、サル、ピソテ(アライグマみたいな動物)など色々な生き物が見れてすごく

楽しかったし、何よりガイドっていう職業がすごく素敵だなと思いました。宿泊している方が大体アメリカやヨーロッパの人たちなのでツアーは全て

英語で行うのですが、動物や鳥の説明はもちろんのこと、お客さんから質問されたコスタリカの歴史や経済状況(彼らを見ていると私は日

本についてもっと勉強しないといけないと思いました。)までときにはジョークも交えながら英語で完璧に受け答えしていて本当にかっこよかっ

たです。私はたまにお客さんに英語で話しかけられて理解はできるけど、英語とスペイン語の切り替えができなくて口から全然でてこなくてすご

くもどかしかったです。英語がガイドの人たちみたいに話せるようになりたいと思って、どうやって英語を勉強したのかガイドの人たちに聞いたら、

大学で少し勉強したけれど、大部分は仕事でお客さんと話しながら身につけた、ということでした。(大切なのは恥ずかしがらずに言葉

を使っていくことだよとアドバイスをもらったのでまずはスペイン語をもっと口に出すことを今は心がけようと。)1 カ月ボランティアをして私が思っ

たのは、私も将来日本に来た海外の人を英語とスペイン語で案内できるくらい日本のことと語学の勉強をもっと頑張りたいということです。

私のカッコいい！を目指して頑張ります。     
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ハチドリ    ピソテ(アライグマみたいな動物) 寝ているコウモリ(三匹います) サル(よく見ると三匹) 

コスタリカ人の頭ん中 

コスタリカの人は優しいです。そして明るいです。そしてとってものんびりしています。そんなコスタリカにはtico timeというものが存在します。

tico はコスタリカ人のことです。ざっくり言うと沖縄のウチナータイムと一緒で約束の時間に大体みんな遅れてくると言うことなのですがコスタリ

カの tico time はもっとたちが悪いです。遅れるならまだしも連絡をしないで約束をすっぽかすことがあるという…すっぽかされはしなかったけ

ど、私も 1 回、これはない！という体験をしたことがあります。私は人と待ち合わせをして約束どおりの時間に待ち合わせ場所に行きました。

1 時間待ってもその人が来なかったのでおかしいな？と思いながらも家に帰ったら、家に着いたときに『きょうこ、あなたは今どこにいるの？』と

連絡が来ました…(今、家に着いたとこ…) 

コスタリカ人いわく、こんなことが起こる理由はコスタリカ人がのんびりしているというよりコスタリカの人が NO と言えないところにあるようです。 

コスタリカ人に教えてもらった。コスタリカ人の頭の中↓ 例えば私がコスタリカの人を映画に誘うとします。  

私『映画に行こう』 ここでコスタリカの人は考えます。  

コスタリカ人 (んー行きたいけど今月はお金が無いな…) でもこう言います。 『OK、きょうこいつ行く？』  

私『今週の土曜日は？』  

コスタリカ人 (どっちにしても土曜日は予定があるからいけないな)でもこう答えます。 『いいよ、土曜日、行こう！』  

それで土曜日私が何時間映画館の前で待っていたとしても絶対その人は現れないという…ひどすぎる！と思ってなんでコスタリカの人は NO

と言えないの？と聞いてみたら『コスタリカの文化だから受け入れてあげて』とあっさり言われました。で、これからは 30 分待って来なかったら帰ろ

うと決めた私です。(笑) 


